
 

 

 
 

５．１単位時間の授業を構想する 

「単元の目標」に向かって，児童生徒が「どのように学ぶか」に焦点を当て構想していく。 

１．単元の目標を記入する 

現行の学習指導要領より国語科は５観点から必要

なものを記入し，算数・数学科は４観点で記入す 

る。 

２．既習内容と児童生徒の実態を押さえる 

単元構想を行うに当たって押さえておくべき既習

内容と，学習活動を設定していく上での児童生徒 

の実態を記入する。 

４．単元の段階を設定する 

「見通し」「課題解決」「振り返り」の３段階で設 

定する。 

・「見通し」の段階では「主体的な学び」に重点 

を置く。 

・「課題解決」の段階では主に「対話的な学び」 

「深い学び」に重点を置く。 

・「振り返り」の段階では「主体的な学び」「深 

い学び」に重点を置く。 

３．アクティブ・ラーニングの視点に立った 

単元構想をする 

「授業づくりのポイント集」を参考に，単元のま 

とまりの中で「主体的な学び」「対話的な学び」 

「深い学び」をどのように実現するか，大まかに 

計画する。 
学習活動を設定する。 

１単位時間の授業の大

まかな流れを考え「ア

クティブ・ラーニング

の視点に立った単元構

想」に関連する部分を

把握する。 

 

単元構想を授業づくりに生かす。 

単元構想図冒頭部分の「アクティ

ブ・ラーニングの視点に立った単

元構想」を受け，１単位時間で３

つの学びのどの学びに重点を置い

たのか，どのような目的で，どの

ような工夫を行うのかを具体的に

記述する。 

 

本時で目指す児童生徒の

姿を記入する。 

本時の目標に向かって児

童生徒がどのように学ん

でいくのかを具体的にイ

メージしてする。 

「まとめ・振り返り」の

段階で目指す児童生徒の

姿を太線の吹き出しにす

る。 


